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1. 問題の所在 と研究目的及び方法

浅草は、近代以前から見世物を中心 とした興行

街を形成していた。1873年1月 の太政官布達によ

り浅草公園地に指定され、区画整理された後 も、

新旧取 り混ぜた、様々な大衆文化がひしめき合っ

ていた1)。1920年代 には、この浅草で、浅草 オペ

ラから浅草 レヴューへ到る軽演劇の変遷が認めら

れる。浅草オペラは1923年9月1日 の関東大震災

を機に衰退 し2)、1927年に幕を閉 じる31。かわって

1929年7月 のカジノ ・フォーリーの旗揚げを以て

浅草レヴューが始 まる。この浅草オペラと浅草 レ

ヴューを繋 ぐ、軽演劇の変遷過程に存在するもの

として、上演演目と出演者の2点 を根拠に、映画

館 で上演 されたア トラクション(以 下、本稿で

は"映 画館ア トラクション"と する)を 挙げるこ

とができる5)。

 この映画館ア トラクションに関し、内山惣十郎

は、 自らスタッフとして関わった電気館 レヴュー

団のエピソー ドを交えて、また大笹吉雄 と原健太

郎は、軽演劇の通史の一環 として、揃って浅草 レ

ヴューの前段階と位置付けしている。 しかし、い

ずれも具体的な事象に関する記述に止まり、舞踊

が上演されたことや、その出演者に芸術舞踊家や

外来舞踊家のいたことは記されていない%村 松道

弥は、舞踊史の一部として、軽演劇について触れ

ているが、映画館ア トラクションに関しては、単

なる事象の記述に止まる。 また出演者に関しては、

村松が河上鈴子の出演に触れたにす ぎず71、実際に

映画館ア トラクションに出演 した芸術舞踊家の自

伝や伝記の中では、唯一エリアナ ・パブロバの伝

記に、出演の事実が記されている8)の みである。
一方、当時の舞踊に関しては、片岡康子が、 日

本ではまだ洋舞界は成立しておらず9)、しかしモダ

ンダンスの確立する以前の胎動が日本 と欧米の双

方において認められるという、世界的同時代性を

指摘 している10)。

そこで本研究では、映画館ア トラクションの舞

踊に関 し、全体像を把握 し、その特性 と1920年代

の軽演劇における意義を、また、芸術舞踊家の出

演に着目し、我が国の舞踊史における意義 も合わ

せて、明らかにする。以上を本研究の目的とする。

 そこで映画館ア トラクションの舞踊の状況を把

握するために、都新聞111を元に、1920年 代におい

て、浅草の映画館で上演 されたア トラクションの

全演目と出演者をリス トアップし、上演館数の推

移をグラフ化 し(図1)、 年代順に一覧表を作成

した。IIで は、映画館アトラクションの上演され

た背景を浮き彫 りにするため、1920年 代当時の映

画及び映画館ア トラクションの状況を概観する。

映画館ア トラクションの舞踊は、(1)舞踊という名

称の演目、また舞踊を含む演目として(2)レヴュー

(同義の表現としてレヴィユー、レヴュウ、レヴュ、

大 レヴュー、レヴユー)、(3)ボー ドビル(同 じくヴォ

ドヴ ィル、ヴォー ドビル、 ヴォ ドビル)、(4)バラ
エティ(同 じくヴァラエテ ィ、バラエテ、 ワラエ

テ)、(5)喜歌劇 ・オペ レッタに分類できる121。そこ

で先の一覧表より(1)～(5)を抽出 し、改めて表を作

成 した(表1)。IIIで は、まず表1に 示 された出

演者を、(1)出演の時点或いはその後現代舞踊やバ

レエなどの芸術舞踊へ進み活動 した芸術舞踊家、

(2)外来の舞踊家或いは舞踊団、(3)浅草オペラ出身

者、(4)映画館或いは映画会社の専属団体、(5)その

他、 に分類 した。次に分類 した出演者を、先の(1)
～(5)ごとに、都新聞の上映広告や当時の資料、文

献の関連記述と合わせて考察 し、主に上映広告の

記載事項より、映画館ア トラクションの舞踊の全

体像を把握すると共に、特性を明らかにする。そ

してこの特性を元に、1920年 代の軽演劇における、

また芸術舞踊家の出演を元に、日本の舞踊史にお

ける意義を明らかにする。以上が本研究の方法で

ある。

本研究では、映画館ア トラクションを、浅草オ
ペラから浅草 レヴューへ と到る、1920年 代の軽演

劇の変遷過程に位置するものと看倣す。そ して

1920年代を、1917年1月 より1933年3月 までと設

定する。1917年1月 とは高木徳子一座の浅草進出

により、浅草オペラが開幕 した時期である。1933

年4月 には笑の王国が旗揚げしたが、 これは従来

の浅草 レヴューとは異なり、喜劇色を前面に押 し

出している。そこで、浅草オペラからの流れを引

いた、歌あり踊 りありの浅草 レヴューを、この笑

の王国の旗揚げ以前の1933年3月 までとする。ま

た映画館ア トラクションの舞踊に関 しては、浅草

オペラが衰退 したと考えられる13-1927年10月以降

の時期 に、浅草の映画館で上演された洋舞に限

定する。
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II. 1920年代の映画及び映画館ア トラクションの

概観

II-1.1920年 代の浅草における映画の状況

映画(活 動写真)は、 舞台で上演するエンター

テインメントにはない魅力に満ちていた。その写

実性 ・迫真性 とスペクタクル性は、映画にこそ可

能であった151。また尾上松之助16)に代表 されるス

ターの存在、無声映画期の活動弁士17)の名説明、

洋画を通 じての欧米のライフ ・スタイルの実感 も、

映画ならではの魅力であった。特に浅草では、新

着洋画や新作邦画を他に先駆けて上映 したために、

大勢の観客が映画館に押 し寄せた。関東大震災に

より、浅草の映画館は壊滅状態に陥った18)ものの、

年内の12月22日 には日本館、 同25日 には松竹館 と

電気館がバラック建てながらも上映を再開してお

り、映画に対する需要の高さと強さが窺われる。

しか しそれほどの隆盛ぶ りが、. しばしば取締を招

いている。1917年8月1日 には活動写真取締規則、

1929年5月 にはその改正案として興行場及び興行

取締新規則が出され、1931年1月 と8月 には追加

規定が設けられた。浅草では、映画館側がこのよ

うな取締に対応 してお り、呼込み人の解雇、大看

板の撤廃、 看板 ・幟の内容の吟味を自主的に決定

するなど、映画興行を守ろうとする姿勢が認めら

れる。

1929年5月 にアメリカ映画 「進軍」が、 日本に

おける最初の本格的発声映画として電気館で上映

された。 これを機に洋画上映館は トーキー再生装

置を設置し、浅草にもトーキー時代が訪れた。1931

年2月 に封切 りのアメリカ映画 「モロッコ」では

字幕が採用された。一方の邦画は、同年8月 に至っ

て日本最初の本格的 トーキー映画「マダムと女房」

が公開された。 しかしトーキー製作は多額の資本

を必要とするため、全面的移行に踏み切ることが

できず、 また映画館側 も設備面において トーキー

に対応するまでには到 らなかった。

1920年代は、無声映画の黄金時代にあり、 トー

キー時代へ と向かって歩み出した段階にあった。

そして浅草では、映画は、数ある大衆文化の中で

最 も大衆を集めたのである。

II-2.1920年 代における映画館ア トラクション

の概観

無声映画期には、上映中に伴奏を務めるオーケ

ス トラが、休憩時間にクラシック音楽を演奏 して

いた19)。このオーケス トラの演奏技術の向上 によ

り、音楽を含む多様な演目の上演が可能となった。

また、1927年3月 の金融恐慌と1930年 の昭和恐慌

による不況が円価暴落を招 き、フィルム不足 に

陥ったため、映画のみの興行では観客動員が困難

になった。 このような背景により、上映の間にア

トラクションが上演 されるようになった。映画館

ア トラクションは、1928年 までは器楽演奏や歌唱

がほとんどだったが、1929年 以降は舞踊の他、 レ

ヴュー、ボー ドビル、バラエティ等、舞踊を!場

面 として含む演目の他に、映画の1場 面を上演す

る実演や、喜劇、新劇、奇術、漫才、浪花節、拳

闘試合なども上演された。

浅草オペラ衰退後、 ア トラクションを上演 した

映画館数は、1930年 にピークを迎える(図1参 照)(

しかし1932年の10月 以降には4館 に激減 してお り、

1932年 の後半には衰退に加速度がついたと言える, 

このような映画館ア トラクションの盛衰は、映画

の変遷に同期 している。 トーキーの到来により、

専属のオーケス トラやジャズバン ドが解雇される

と、特に生演奏を必要とする演目が減少する。そ

して字幕が普及 し、本編の映画の間に短編の喜劇

映画やニュース映画が上映されるようになると、

全体的に激減に向かう。無声映画では、出演者の

セ リフは、弁士の声色を駆使 した説明に頼らざる

を得ないのに対 し、映画館ア トラクションでは、

直接肉声を聴き、その姿を目の当た りにすること

で、臨場感を味わうことができた。しかしトーキー

の登場により、この魅力は半減する。 さらに短編

映画やニュース映画が、上映時間の短 さ、また舞

台転換 を必要としない簡便さによって、映画館ア

トラクションに取って代わるのである。

III. 1920年 代の浅草における映画館ア トラクショ

ンの舞踊

都新聞によると、浅草オペラ衰退後、映画館ア

トラクシ ョンの舞踊が最初に上演 されたのは、

1928年6月15日 からの電気館のプロロオグであり、

図1 ア トラ クション上演の映画 館数

費 映画館で舞踊の上映された1928年6月 より、本研究において1920年代と

看倣す1933年3月 までの期間に、都新聞東京版に掲載された遊覧案内、上
映広告及び演芸欄の記事より、浅草の映画館に限定して数え出し、作成した。

□ … 映画蝕数

□ … アトラクシ・ン上瀕 撒

□ … 舞踊上淑餌数

凡 例
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藤田 ・堺舞踊研究所所員が出演した。 これ以後、

映画館ア トラクションの舞踊の上演 された館数は、

図1の 通りであり、映画館ア トラクションに同期

した隆盛を見せていることが窺われる。

次に出演者について、(1)舞踊、(2)レヴュー、(3)

ボー ドビル、(4)バラエティ、(5)喜歌劇 ・オペ レッ

タの、上演演目ごとに述べる。なお、ここでは、

上映広告に宣伝文句の掲載 された者を中心に述べ

る。個人名 ・団体名の後の()内 は、出演 した

映画館を指す。'は 上映広告からの引用であ

り、""は その他の引用である。

III-1. 出演者別に見た映画館ア トラクションの

舞踊

III-1-(1)芸 術舞踊家

(4)バラエティと(5)喜歌劇 ・オペレッタに関して

は、上演 したという記録を得られなかったので、

省略する。

(1)舞踊

藤田 ・堺舞踊団(電 気館)を 率いる藤田繁 と堺

千代子は、浅草オペラ期に高田雅夫に入門、タカ

タ舞踊団に参加 した。独立後舞踊団を組織 し、1928

年5月 に朝 日講堂で第1回 発表会を開いて以後、

映画館には積極的に出演 しているので、初期の活

動の中心としていたと言える。ハリウッド舞踊団

(同)は、 伊藤道郎の、ハ リウッドでの門下生で

あるが、邦人 ・米人混合が珍 しかったものと思わ

れる。与世山彦士舞踊団(日 本館)の 与世山は、
エリアナ ・パブロバ門下であ り、既に芸術舞踊家

として評価 を得た後の、活動の一環だったと言え

る。大勝館では1930年12月31日 から1931年5月 ま

で、集中的に舞踊を上演 している。高田雅夫亡 き

後の高田せい子舞踊団 〈写真1〉 や岩村舞踊団出

身者による東都舞踊座が出演 した。春野芳子はエ

リアナ ・パブロバ門下で、正当なクラシックバ レ

エを学んだが、半裸姿で踊 り、男性 ファンを集め

た。南栄子は大阪松竹楽劇部出身で、チャースル

トンで売 り出 した。チャールス トンは腰を振った

り、尻を突 き出 して腕を振 り回すため、 エロの

女神'と 称された。河上鈴子<写 真2〉 は、上海

でバレエと民族舞踊を習得 し、上海 ・ニューヨー

クを始め、各国で活躍 した後に帰朝 した、 世界

的舞踊家'の 逆輸入の例であ り、 脚に3万 円の

保険を掛け'る など、話題性に富んでいた。

(2) レヴュー

石井漠舞踊団(松 竹座)<写 真3>を 主宰する

石井漠は、浅草オペラ出身であ り、日本の現代舞

踊の草創である。石井は浅草オペラで、"浅 草は

芸術を製作するところではない"20と 悟 り、自ら

の意志により浅草から飛び出した。1回 限 りの出

演なのは、本人の体調不良や当時の精力的な活動

に追われたことの他に、浅草に対する考えは変わ

らないものの、義理があり、また浅草での活動が

いかに知名度を高めるかを、身を以て知っていた

ための里帰 りだったと考えられる。やはり浅草オ

ペラ出身の、高田せい子率いる高田せい子舞踊団

写真1 高田せい子舞踊団 「情怨」(松竹座)

松竹 座ニ ュース1930年6月19日 発 行

写真2 河上鈴子 「瀕死の白鳥」(大勝 館)

都新聞1931年4月17日

写真3 石井漠舞踊 団 「歓楽 を追 ひて」(松 竹座)

都新 聞 1930年2月21日
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(同)は、 高田が松竹楽劇部の洋舞指導を担当 し

ていた関連による出演と思われる21)。エ リアナ ・

パブロワ舞踊団(同)は、 「瀕死の白鳥」を始め、

レパー トリーのクラシックバレエを上演 した<図

2参 照>。河上鈴子(大 勝館)は、 種類豊富な舞

踊歴に基づいた、 レパー トリーの広さを見せた。

電気館では1930年5月22日 より10週にわたり パ

ラマウント・ショー を上演、 これには藤田 ・堺

舞踊団、春野芳子(他 に浅草劇場、 大勝館)、 南

栄子(他 に帝国館、河合キネマ、大勝館)、 福井

茂舞踊団、新興舞踊座、 ヴェルデ ィ ・ダンス ・

トップが出演 した。福井茂舞踊団は、福井の軽快

で洒落た舞踊 と エロ100%の 脚 どり'の 女性ダ

ンサーの溌渕たる姿で人気を得たが、実際は 本

格的'な 舞踊であ り、エロは100%に 及ばなかっ

た。新興舞踊座は岩村和雄の息子 ・信雄の一門で

ある。絢欄'な 空間を造 り出 したのは、照明家だっ

た岩村和雄の影響であり、また音楽のリズムを重

視したのは、 リトミックの指導を受けたことによ

るものと思われる。ヴェルディ ・ダンス ・トップ

は、橘秋子をはじめ、エリアナ ・パブロバ門下の

グループであり、正当なクラシックバレエを学ん

だ成果を発揮 して、洗練された舞踊を見せ、 洒落

た印象を与えた。

(3) ボー ドビル

タカタ舞踊団(松 竹座)は、 高田雅夫の新作で

松竹楽劇部 と共演 した。その作品は、高田が浅草

オペラで発表 した数々のボー ドビルのように、欧

米で流行中の音楽を用いた、 ミュージカル形式で

あった。 高速度喜劇'と 称 し、むしろ後の浅草

レヴューのスピーディな展開を思わせるが、浅草

では、高田は浅草オペラのボー ドビルの作家 とし

て知 られていたために、ボー ドビルという名称に

したと思われる。 この他に藤田 ・堺舞踊団(電 気

館、帝国館)が 新舞踊を発表 しており、映画館ア

トラクションという場 を活用している。

芸術舞踊家のほとんどは現代舞踊家であった。

既に活動を行 ってお り、その一環 として映画館へ

出演 した者が多 く、上演内容も映画館以外での舞

踊 公 演 とほ ぼ 同様 で あ った。

III-1. 一(2)外 来 舞 踊 家

(4)バラ エ テ ィ と(5)喜歌 劇 ・オ ペ レ ッタ に関 して

は、 上 演 した とい う記 録 を得 られ なか った の で、

省 略 す る。

(1)舞 踊

ロ シア貴 族 兄妹 舞 踊 家(日 本 館)の 他 は、 全 て

松 竹 座 へ の 出演 で あ る。 オ リム ピ ア ・フ ォー リー

舞 踊 団 の 出演 は7週 に 及 ぶ。 若 い 美 人'が 溌 渕

と踊 る様 子 は、 鮮 烈'と 形 容 さ れ、 い か に珍 し

く、 刺 激 的 で あ っ た か が 窺 わ れ る。 これ に対 し、

セ ル ヴ ィア ン舞 踊 団 は エ ロを謳 わ ず、 大 らか で、

笑 い とエ ス プ リの効 い た 内容 で あ った。 フ ラ イ ン

グ バ レー 空 中 舞 踊 団 は、 ロ シア 人 女 性 が 天 女 よろ

し く空 中 で 軽 や か に踊 った。 そ の た め 大 掛 か りな

装 置 を用 い た と推 測 され る が、 松 竹 座 の よ うな 大

規 模 な 映 画館 だ か ら こそ 上演 可 能 だ った と言 え る。

ニ ー ナ ・ア ン タ レス とペ ー パ ・ポ ピー ニ ナ の 軽快

な'ル シ ア ン ダ ンス'、 ブ ラ ッ クバ ー ド舞 踊 団 の

黒 人 に よる 陽 気 な'ジ ャ ズ ダ ンス'の 他 に、 ハ ワ

イア ン芸 術 も紹 介 され た。

(2) レ ヴ ュー

い ず れ も松 竹 座 に出 演 した。 ホ リーデ ビル 舞 踊

団 は 男 女 混 合 の 舞 踊 団<写 真4>だ が、 ロ シ ア

美 人'と 女 性 の 出 演 を強 調 した。 グ リ ゴ リエ フ ・

ク リ ュー ベ リ とブ ラ ッ ク ・エ ン ド ・ホ ワ イ ト舞 踊

団 の 金 髪 美 人 は、'エ ロ ダ ンス'を 踊 っ た。 ハ ル

ビ ン舞 踊 団 は、 ロ シ ア美 人が ウ ル トラエ ロの 世

界'を 現 出 した。

(3) ボー ドビル

電気館ではボー ドビリアンのケエラルフ ・ハー

ピスツー行が、振袖姿でのカッポレや元禄花見踊

を上演 してお り、日本での出演に対する意識 と観

客受けの意図が感 じられる。

外来舞踊家のうち、白人女性 には'美 人'エ

図2 上映広告(1)(松 竹座) 都新聞1930年5月1日

写 真4 ホ リ-デ ビル舞踊 団(松 竹 座)
ラ ・レヴュー号外1929年10月16日
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ロ'を 謳い、上演内容に関しては軽映で溌渕とし

た印象を与える語句が多い。従ってエロダンスと

は、白人美人の出演を意味 したと言える。一方、

エロを謳わない場合は、外国人という珍 しさが魅

力となった。

III-1. 一(3)浅草オペラ出身者

(3)ボー ドビルに関 しては、上演 したという記録

のみで他の記述を、(4)バラエティに関 しては、上

演 したとの記録を得 られなかったので、省略する。

(1)舞 踊

河合澄子舞踊団(日 本館)<写 真5>を 率いる

河合澄子は、 エロの本家本元'を 自称 し、上映

広告では エロ女王'の 称号を頂戴し、上演内容

も必ずエロと形容された。 このような エロ'の

乱用は、河合が、浅草オペラでは発展女優の"代

表格"22)で あったことを思い起こさせる231。エロ
エロ ・レヴュー団(同)を 率いる白川澄子も、浅

草オペラでは未成年ながら発展女優として人気を

博 しだ が、 エロ'イ ットガール25)と 形容さ

れたのは、個人ではなく舞踊団であった。河合は、

自身の名前を舞踊団の名称に冠すことによって、

過去の盛名に頼った宣伝効果を期待 したと言える。
一方の白川は、河合と同 じ発展女優だったものの、

発展度においては河合には遠く及ばず、従って河

合澄子 という個人名に匹敵する、インパク トのあ

る名称 として、ずばり エロエロ'を 用いたと考

えられる。

(2) レヴュー

浅草劇場には、浅草オペラ出身者が最 も多く出

演 している。林一夫率いるハヤシ楽劇団(他 に日

本館、開盛座には専属楽劇部 と共演)、河合澄子

舞踊団(他 に日本館、遊楽館)の 他、藤村梧朗は

北村猛夫 とのグループ(他 に東京館)や 松山浪子

とのグループ(他 に遊楽館、常盤座)で 出演 して

いる。藤村 ・北村グループの作品 「裸形大行進」

〈写真6〉 の内容は、舞踊や小唄、流行歌の 「月

光価千金」「モガ ・モボ ・ソング」であ り、藤村 ・

松山グループの作品 「東海道特急」は 裸形大乱

舞'を 謳ったが、東海道本線沿線の各風景を描写

した作品にす ぎず、作品の構成からはエロチシズ

ムは感 じられない。従ってこの場合の 「裸」とは、

露出度の高い衣裳の着用を指すにとどまる。さそ

り座(観 音劇場)は、 既に浅草 レヴューにおいて

活動中であ り、場 を移しての公演 と言える。その

上座員は、既に他の団体で映画館ア トラクション

に出演 したことのある、お馴染みばか りであった。

(5)喜 歌劇 ・オペ レッタ

次田勝 ・田谷力三らと、杉寛 ・木村時子 らが電

気館で、浅草オペラではお馴染みの作品26を 上演

した。かつて浅草オペラは映画に迫る隆盛を見せ

たので、 このような演 目には、オペラ ・ファンを

集めることが可能になるという、浅草オペラの威

光を認識 した上での集客の意図が見えてくる。但

し作品は全 く同一ではなく、場所や出演人数等の

状況、或いは観客受けに応 じて、多少改定 した27

と考えられる。

 浅草 レヴュー開幕後は、 レヴューはエロ、イッ
ト、裸を謳うようになる。 これは浅草レヴューが

エロ ・レヴューの別称をもち、浅草オペラ出身者

が多 く活躍 したことに倣った、戦略的なものだっ

たと考えられる。

III-1. 一(4)専属団体

(3)ボー ドビルに関しては、上演 したという記録

のみで、他の記述を得られなかったので、省略す

る。

(1)舞 踊

 松竹楽劇部(松 竹座)は、 全国規模の大興行会
社 ・松竹がスタッフを揃え、充実 した付属養成機

関を設置して、育成 した団体である。専門家の指

導を受けた部員が出演 し、衣装や舞台装置は大規

模且つ豪華絢欄だった 〈写真7参 照〉ので、"単

なる余興"28)で はあ りながら、本編の映画に匹敵

する、単独公演と言えるものであった29)。

(2) レヴュー

 松竹楽劇部(松 竹座)は、 大興行会社に支えら
れた豪華絢欄な舞台面 と、華やかな衣裳に身を包

んだ大勢の出演により、観客を圧倒 した。電気館

レヴュー団は、浅草オペラ全盛期の再現を企図し、

写真5 河合澄子舞踊団(日 本館)

音楽舞踊 グラフ1930年8月 号

写真6 藤村 ・北村一座 「裸 形大行進」(東 京館)

都新聞1930年6月24日
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当時のスターを集めて、1929年2月 に結成された。
ズロースと、胸にベールを巻 くだけの姿で踊る ハ

ダカダンス'で 話題を捲 き、これ以後は上映広告

にエロを謳わず とも、期待 させることとなった。

流行のジャズ音楽を多用 した先取性 と、かつて浅

草オペラでスターになった、つまり浅草で受容 さ

れ認められた者の出演により、最 も浅草的で 粋'

であった<図3参 照>。松竹館 レヴュー団(浅 草

劇場)の 振付は、石田守衛 と黒木憲三が担当した。

石田は浅草 レヴューの嗜矢 ・カジノ ・フォーリー

で舞踊の、黒木は震災後の浅草オペラでボー ドビ

ルの振付 を担当している。従って石田の作品は、

カジノに参加する以前の実験的な試みであ り、そ

れ を後 に活用 した と推察 で きるので、浅草 レ

ヴューの前段階に相当するものだったと言える。

他に帝キネ花形座(常 盤座)は 珍芸'を、 帝キ

ネ舞踊楽園(同)は 喜劇を上演 した。 日本劇場専

属の日劇舞踊団(大 勝館、電気館)の 付属学校で

は、石井漠や河上鈴子の他にも、モンターニュ女

史が トウダンスの指導のために招聰された。映画

館への出演を巡 り、学校側と、浅草を蔑視する父

兄との問に確執が生 じたというエピソー ドもあ り、

団員の舞踊は、芸術舞踊を学んでいるという自負

の元に、技術的に高い水準にあったと思われる。

日活 レヴュー団(富 士館)で は谷幹一が、舞踊と

称 して トリックを用いた珍妙な芸を見せたが、 こ

れは飽 くまで 珍芸'の 域だったと思われる。

(4)バ ラエ テ ィ30)

フ ジ ワ ラエ テ ィ(富 士 館)は、 富 士 館 が 邦 画 上

映 館 であ りなが ら、 ア メ リ カ をか な り強 く意 識 し

た 内容 を上 演 した。 これ は、 ア メ リ カ に倣 っ たモ

ダ ニ ズ ムの 風 潮 に乗 っ た ため、 と考 え られ る。 帝

キ ネ花 形 座(常 盤 座)は、 エ ロ ・グ ロ ・ナ ンセ

ンス'の うちのエロに相当するものとして、舞踊

を上演 した。

(5)喜 歌劇 ・オペレッタ

松竹座が1931年5月31日 よりレヴュー専門劇場

に移行 した後に、松竹楽劇部(電 気館)が 上演 し

た。松竹スタッフの製作 したオリジナル作品であ

るが、むしろレヴューに近かったと考えられる3㌔

 映画館や映画会社 ・劇場の専属団体は、養成機

関による充実 した教育指導を受けた、見応えのあ

る舞踊や、浅草オペラ出身者 による手馴れたもの、
エロとナンセンスを謳 うものなど、各々がそれぞ

れ特色を打 ち出して、多様なものを上演 した。

III-1. -(5)そ の他

(3)ボー ドビルと(4)バラエティに関しては、上演

したという記録のみで他の記述を、(5)喜歌劇 ・オ
ペレッタに関しては、上演 したとの記録を得られ

なかったので、省略する。

(1)舞 踊

OKコ ーラス舞踊団(松 竹座)、 ファンシーフォ

リーズ懐美舞踊団(電 気館)等 の、幼い少女の出

演は、エロとは無縁であるが、珍しさが魅力となっ

たと思われる。

(2) レヴュー

川上児童楽劇団(富 士館)は、 川上貞奴の経営

する、演劇 ・音楽 ・舞踊の養成所であった。舞踊

は高田雅夫が指導 した。高田は多 くの舞踊家を育

成 したが、 ここでも、映画館へ 請われて出演'

するほど、十分な指導 ・養成を行ったのである。

美人座(千 代田館)は、 上映広告にエロを謳わず、

名称を戦略的に用いた例と言える。この他に挑発

的 な宣伝文句 で観客 を誘 うア イラブユー ・レ

ヴュー団(常 盤座)、 モダンエロ'を 謳った混線

スピー ド劇団(同)、 喜劇を主 とする青春座(日

本館)が 出演 した。月形龍之介一党(松 竹座)は、
エロ全盛の中で、 男児の気魂'に 満ちた剣劇レ

ヴューを上演 した。岡田嘉子一座(同)は 当初は

新劇を、後にはレヴューと称 した作品を上演 した

が、実際は演出の手法をレヴュー風にした新劇に

す ぎなかった。羽田歌劇団(同)の 華やかさは、

10代半ば～20代半ばの総勢50名 が大挙 して軽快に

踊る様子と、照明効果によると思われる。当初は
"羽田歌劇"を 称 したが、仮名表記では"ハ ダカ

ゲキ(裸 劇)"に なると新聞記事に紹介されるや、

警視庁より注意を受け、"ハ ダダンス"と 改名 し

た。それは露出度の高い衣裳を着用 した半裸体で

の、 アクロバチックな上演内容 〈写真8>を 反映

したエピソードでもある。 広島名物エロガール'

の称号を得、浅草の人気を集めた。

エロや裸を謳ったレヴューが多い一方で、月形
一派や岡田一座、川上児童楽劇団が、 レヴューの

名称で、見応えのある内容 を見せた。

写真7 松竹楽劇部 「世界の東京」(松 竹座)
都新聞1930年3月18日

図3 上映広告(2)(電 気館)都 新聞1929年2月1日
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III-2.上 映広告に見る映画館ア トラクションの

舞踊の特性

上映広告 には、映画館ア トラクションに、本編

映画に等しいスペースを割く例が散見 される 〈図

2・3参 照〉。このように映画館ア トラクションは、

単なる余興にとどまらない内容 と観客動員力を有

したのであり、当時の映画の隆盛の一因を担った

と言える。そのため上映広告では、 より多くの観

客の動員を意図し、観客の求めるものを宣伝文句

として掲載 した。

 上映広告には、「美人」「脚線美」「裸」「エロ」

という、女性出演者 とそのエロチシズムに関する

語句が多 く掲載 された。「美人」は、特に外来舞

踊家に見られた。映画館は狭い空間であり、観客

は出演者をごく間近にするために、容貌の美 しさ

も求められたのである。「脚線美」に関しては、

当時の女性の洋装化32'により、脚部が露出し注目

を浴びるようになったという文化的背景の他に、

むき出しの肌色の脚は全身に占める割合が大 きく、

視覚的なアピール度が高いために、その美 しさを

強調 した と考 えられる。「エロ」 と 「裸」は、エ
ロチシズムをス トレー トに打ち出す語である。 し

かし 「裸」は露出度の高い衣裳の着用、すなわち

露出 した身体 もちろん脚部も含む-を、 「エロ」

は出演者の身体の露出と、そのような半裸体で、

踊るという行為を指す と考えられる。従ってエロ

チシズムは、「裸」同然 に露出した身体 と、その

踊る姿の、双方を見て感 じられたと言える。但 し、

これらの語句を全 く用いない例 もあ り、その場合

は、見慣れない、或いは、見たことのないという

珍 しさと目新 しさを、大 きな魅力 としたと言える。
一方、出演者の技術や表現力などに対する評価・

形容、 また上演内容の芸術性を問う語句は認めら

れなかった。それは、観客が映画館ア トラクショ

ンの舞踊に対 して求めなかったからとも言える。

しかし芸術舞踊家は例外であ り、舞踊歴や得意な

分野をアピールしているものの、 これは単に観客

の好奇心や興味を一部そそったに過ぎない。

この他には、上演作品の明るさ、華やかさをア

ピールしたものも多かった。観客は、上映中は、

閉塞 した暗転の空間の中で2次 元のスクリーンへ

の集中を強いられる。それが、照明がつき、脚線

美や美人の、大勢の女性ダンサーが現れて颯爽 と

踊るという、一転 した空間に曝される。 この、上

映中とは正反対の、照明に照らし出された中で、

脚線美や美人の女性ダンサーが踊っている様子が、

明るく、華やかなのである。従って明るさ ・華や

かさは、「美人」・「脚線美」を、要素として含ん

でいたと言える。一方でこのような空間の一転に

より、館内では前の上映作品の空気が一掃 されて、

観客 も気分転換や頭休めが可能にな り、五感が-一

新 され、次の映画作品の観賞に臨む体勢が整った

のである。

映画館アトラクションの舞踊は、女性 ダンサー

が観客に対 し、露出 した身体と、そのような姿で

踊るという行為により、エロチシズムを感 じさせ、

また観賞の効果として、気分転換の機会を与える

という特性を有したのである。

III-3. 1920年代の軽演劇の変遷における映画館

ア トラクションの舞踊の意義

浅草オペラの舞踊は、"股 上げ踊 り"と 称され

た舞踊運動 と、タイツの着用により浮 き出た脚部

により、エロチシズムを醸成 した。また、浅草 レ

ヴューの舞踊は、集団による匿名性の脚部により、

エロチシズムを醸成すると共に、爽快感 ・解放感

という観賞効果を生んだ33-。1920年代の軽演劇の

変遷において、舞踊は、浅草オペラにおける、行

為と身体によるエロチシズムの醸成か ら、浅草レ

ヴューにおける、身体によるエロチシズム醸成と

観賞効果の付与へ と変容 している。映画館ア トラ

クションの舞踊における、身体によるエロチシズ

ムの醸成は浅草オペラと浅草 レヴューの双方に、

行為によるエロチシズムの醸成は浅草オペラに、

観賞効果の付与は浅草 レヴューに共通 している。
これにより映画館ア トラクションは、新たに舞踊

の特性 を根拠 として、1920年 代の軽演劇の変遷、

すなわち浅草オペラから浅草 レヴューへ と到る変

遷の、過程に位置付けることがで きる。

映画館ア トラクションは、上映の合間の上演の

ため、時間上の制約を受けた。さらに映画館ア ト

ラクションの舞踊は、複数の場面や他の出し物 と

共に構成 されたため、ノンス トップでスピーディ

な進行 とスムーズな展開を強いられた。これはレ

ヴューの特性31と 共通する。 また上演演 目に、単

なる名称 として 「レヴュー」「ボー ドビル」「バラ
エティ」を用いているが、 これらの使い分けは厳

密にはなされてお らず、実際は全てが レヴューと

同じ形態であった。従って映画館ア トラクション

の舞踊は、浅草 レヴュー以前に、 レヴューの形態

を、初めて浅草の大衆に紹介 したと言える。同時

に"レ ヴュー"と いう、従来はなかった名称 も、

写真8 羽 田歌劇(松 竹座)

松竹座 ニュ-ス1930年9月17日 発行

-26-



新 しもの好きの浅草の大衆 に紹介したのである。

映画館アトラクションの舞踊は、後に短編映画や
ニュース映画に駆逐され、 また、 この目新しさに

エロと珍 しさを伴 って観客動員の一因にな りえる

という、興行上の理由もあって、映画館の単なる

余興から独立 し、後の浅草レヴュー全盛の一助 と

なるのである。

III-4. 舞踊史における映画館ア トラクションの

舞踊の意義

芸術舞踊家は、松竹座、 電気館、松竹館、大勝

館 という、いずれも松竹専属或いはチェーン館に

出演 した。中でも松竹座は、開場時の入場料は3

円50銭 ・1円50銭 ・80銭、その後 は1円50銭 ・1

円 ・60銭とランク分けされ、最低料金でさえ、 日

本館や帝国館の40銭 よりも高額であり、高級感を

印象付けた。 また新着洋画を、他に先駆けて上映

する専門館であ り、浅草で最 も収容人員の多い映

画館でもあった。松竹 という大資本会社の威光を

浴び、その資本力によって、外来舞踊家や芸術舞

踊家の公演のほとんどを上演することにおいては

他の追随を許さず、映画館の中でも上位に格付け

されたことが推察できる。 この松竹座 は途中 レ

ヴュー専門劇場に移行 し、映画館ア トラクション

の舞踊は、代わって松竹系列の大勝館で集中的に

上演される。 これにより松竹 という興行会社が、

映画館ア トラクションの中でも、特に舞踊に力点

を置いたことが窺われる。芸術舞踊家にとって、

浅草の映画館への出演 とは、日劇舞踊団のエ ピ

ソー ドにもあるように、低級 ・低俗なものに満ち

た場所35)での、本編映画の余興を意味 し、価値の

ない、むしろ自身の活動歴に傷 をつける行為で

あった。 しか し松竹座であれば格 も高 く、その資

本力によって高額な出演料も期待でき、また映画

そのものが、浅草に渦巻 く多種多様な大衆文化の

中で最も隆盛 してお り、多 くの人々が集まるため

に、知名度を高めることが可能となる。 このよう

な魅力が動機となって、芸術舞踊家は映画館に出

演 したと言える。芸術舞踊家は、映画を提供する

場を利用 し、余興に甘ん じながら、舞踊 と氏名の

普及の為に、芸術 よりも享楽を求める大衆におも

ねったのである。

 映画館 アトラクションに出演 した芸術舞踊家の

ほとんどは、現代舞踊家であった。浅草オペラ出

身で、 日本の現代舞踊の草創にあたる石井漠と高

田雅夫 ・せい子は、いずれも浅草を離れて芸術舞

踊の活動に専念 し、定期的に公演を開き、意欲的

に新作を発表 していた時期であった。他の芸術舞

踊家 も、公演活動を始めたばか り、或いは既に始

めてお り、自身の活動の一部として、映画館アト

ラクションに出演 した。従って日本の現代舞踊は、

この時点では、確立には到 らず とも、ジャンルと

して成立 した段階にあったと言える。そして映画

館ア トラクションの舞踊は、我が国における舞踊

史の、現代舞踊の成立期の1つ の公演形態 として

位置付けることが可能となるのである。

IV-結 論

1920年 代 の浅草の映画館 において、ア トラク

ションで上演 された舞踊に関し、以下の事柄が明

らかにされた。

第一に、女性出演者は、1つ にはエロチシズムの

醸成、1つ には浅草の大衆に対 し気分転換の機会

を与えるという役割を担っていた。

第二に、エロチシズムの醸成 と観賞効果という

2点 を根拠 として、映画館アトラクションを、1920

年代における軽演劇の変遷過程に位置付けること

ができた。

第三に、 レヴューの名称 とその形態を、初めて

浅草の大衆に紹介 した。

第四に、芸術舞踊家の出演は、松竹という大資

本の力 と、浅草 という土地柄 と大いに関わってい

た。

第五に、芸術舞踊家の活動により、現代舞踊の

成立期に位置付けることが出来た。

映画館のア トラクションは、同 じ1920年代にお

ける軽演劇であ りながら、浅草 オペラや浅草 レ

ヴューほど脚光を浴びることはない。 また多数の

芸術舞踊家の出演が認められるにも関わらず、 こ

れまでに詳細を明 らかにされることはなかった。

本研究は上映広告のコピーを主要資料として概観

したに過 ぎない。当時の芸術舞踊界の動向との比

較や、上演された作品の内容まで踏み込むことに

よって、映画館のア トラクションの舞踊の特性と

その意義は、 日本の舞踊史において、より一層浮

き彫 りにされると思われるが、それは今後の課題

とする。
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表1一(1) 映画館のア トラクションで上演 され た舞踊**
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表1一(2)映 画 館 の ア トラ ク シ ョ ン で上 演 さ れ た舞 踊**

** 1928年6月 ～1933年3月 の都新聞東京版の ヒ映広告、遊覧案内欄、及び演芸欄の記事に掲載された映画館アトラクションから、浅草二の映画館で上演さ

れた、舞踊及び舞踊を含む演月(レ ヴュー、ボードビル、バラエティ、オペレッタ等)を 全て抽い出して作成した。
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